
 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                

 

 

 

 

 

 

 

 

-児童相談所のお仕事について学ぶことから -

   

■アクセス・最寄り駅■  
・東京メトロ丸の内線・南北線、JR線 

四ッ谷駅下車 徒歩 7分 

・都営新宿線、東京メトロ有楽町線、JR線 

市ヶ谷駅下車 徒歩 7分 

・東京メトロ有楽町線  

麹町駅下車 徒歩 2分 

 

■お問い合わせ・ご相談■  

東京都教職員組合（都教組） 
障害児学級部事務局  

検索    都教組   

ＴＥＬ ０３－３２３０－３８９１ 
 

アクセスＭＡＰ ホームページ 

日時:2024 年７月20 日(土)午後 2 時 30 分～5 時 

場所:エデュカス東京 4階（千代田区二番町 12-1） 対面のみ   
 

プロフィール 

明星大学人文学部 福祉実践学科 常勤

教授。 

専門は、児童福祉、児童相談（子ども家庭

福祉制度、子ども家庭相談、子ども虐待、

子どもの貧困）。 

主な著書に、「日本の児童相談所」（共著、

2022年、明石書店）、「事例でわかる子ど

も虐待対応の多職種・多機関連携」（共著、

2022年、明石書店）「ジソウのお仕事」（共

著、2019年、フェミックス）など。 

資料代  
８００円（組合員３００円） 

 
＊事前申込みは必要ございません。 
☆情勢報告もあります。 

子ども虐待のニュースを聞くたびに、胸が傷みます。 

虐待防止のために、私たち学校教職員ができることを考え、実践していきたいです。 

今回は、明星大学常勤教授 川松
かわまつ

 亮
あきら

さんにお話いただきます。 

川松さんは、児童相談所で児童福祉司として長く務められてこられました。その経験をもとに、子ども

虐待問題や子ども家庭相談のあり方などを研究されています。5 年ぶりの基礎講座のご講演となりま

す。 

川松さんのお話から、子どもたちのおかれている現状や、児童相談所の役割への理解を深めます。そ

して、どの子どもの生活と育ちも保障するための学校教育と福祉の協働のあり方を学びます。 

事前申し込みは不要です。ぜひ職場の仲間とご参加ください。 

 

今年もやっぱり「連続基礎講座」                           主催：都教組障害児学級部  
 


